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 事業概要 

当プロジェクトでは, 宇宙空間プラズマ環境で起きるさまざまな物理素過程を, 主に数値シミュレ
ーションを用いて解明・理解することを目指している. 特に, 磁力線のつなぎ変えとともに磁気エネル
ギーを解放する「磁気リコネクション」とその周辺現象を対象とする. また, シミュレーション研究の
ための公開コードの開発を行っている. 

 
参考 URL: http://th.nao.ac.jp/MEMBER/zenitani/openmhd-j.html 

 

 JAXA スーパーコンピュータを使用する理由と利点 

宇宙空間プラズマの大局的振る舞いを近似する磁気流体方程式系は, 非常に複雑で非線形に振る舞
うことが知られている. 宇宙プラズマ現象のさまざまな性質を理解するためには, スーパーコンピュ
ーターによる大規模数値シミュレーションが必須である. 

 

 今年度の成果 

磁気流体シミュレーションコードを使って, 太陽コロナに近い条件で起きる乱流的な磁気リコネク
ションの性質を調べ, 系全体の平均的磁束輸送効率が圧縮性効果によって速くなることを突き止めた. 
これらの成果を現在, 論文投稿しているところである [4]. また, 運動論的プラズマ現象を調べるため
のプラズマ粒子(Particle-in-cell; PIC)シミュレーションコードを高精度化する数値解法を開発した 
[1]. 

 

 成果の公表 

-査読付き論文 
[1] S. Zenitani & T. N. Kato, Multiple Boris integrators for particle-in-cell simulation, Comput. Phys. 

宇宙空間物理素過程のプラズマシミュレーション研究 
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